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ア

｜東アジア｜

中国， fi',/1，尚北朝刈，
ン二r，レ，仁ベ ト，弁滋

7月20日

今il本： fキ Yタ 友日j’通rt可条約
批准書交換。

会ll本政府，ビルーJHit償Jf':額交渉を
政治的交沙で解決するようビルγ側

r: 'i＇し＼ lco

7月21日

今日本政府，韓国政府に対しソウ Jレ

f fL韓日本代）！部出置をI11し入；／La

移米国と｜司府司余剰if生戸長物i協定綿
布

7月22臼

移甲車国国家事J往最尚公議，経桁！；日発
5サl年汁正討を発表

参院国政府， 12の大学の札、長人，c）認
百J,[Iり，'i'iし4芥』そし

7月26日

会II本 yう l産竺代表｝：！，ノi I、

ネシア某礎工鉱業省、とセレベスCT）ニ

ン 1「 Jレj:i、共伺I＇：発；必定に日，＇，＇印。

7月27日

参巧スク米国務長官，記者会見で幹

r,：，・朴政権毛土；式，・支持

7月28臼

移斡同国家再建最同会議，新聞統制

V｝ミ発：＂:t:

7月29日

怜同（l革命1¥:'l'Ui,/JI！台。

高日本とイタリア、両国の貿易拡大

仁刈す今協定｝二調：，Jο

7月31日

今閏府の隙誠副総統，ワシントン訪

R口、ケ iアィヘ統iUと会υ実。

8月1日

ン y 口

7 Jj 17 11 9月 2sn 

次公議占有1閉会談開く。
d今日本J；パ，，.ヘ少、，の ITi/; i号’v対ず
る三重点税ILTI必と脱税防止のための

ふ約者f怜瓦~-1－；： 議吃書jdノ批河i書交
換。
；字詰ii{i相、？弓府！， ~hr.fl ＇，湾総統
と会談。

号~：
ロ，c.、

•！間体企最終製1'11＇，；.·す之，，；ti吉IIなこ(I)
ほど決定。

8月 11日

今米制務省．モこプル承認中1［を発

表。

8月 12日

ヘ事i1i~鉄， J 弓tのυI｛泌岸Vl701l 会緯i五 i＋~家 I'｝建最；句会議， 63年夏1:·

．万｜ご）レの11本・マ守ヤ合弁会社を設 . ii;(権を民政L移す方針を発表。

ir fると発主

8月2日

,.,, !7 ＇｛、yィ・隙誠公談， lI•共，.，嘩連

Jj11WJ反対その他の共同叶ぞュニケを

泌氏。

内子ベ トl',i'冷！ズ準備委可チベ y ト
℃本年泌3・le司半；切に比玉選半ーを試
験J；当；こ？？なち w とl，・決t.N.. 
ぇ喜久世E日特｜司代}z,';1!, ソt;[,fこLI本代
Hi：設:/'tiこ反対（；＇） ヴ向f〆ゾfHJJ, 

8月3日

11月J：，＂，款1:;1;’，｛交〆jト， Hυ；〔でIHJ治0
:!>Ml司政府，勤労者活動に関する陥
n'r昔i斉ひを土J1:iし従来＇.｝ il-. ¥ )1_，て
いた労組LO）去を＼＇L：＇.ピ認'tru

8月7日

Jヒ京））立送l :: ,fl ＇！＇，仁！ •JU主セイロ
ンの綿紡績OJ:；建設を援助する協定
l ，，；，司ni
移外務省の前mw:北アジア課長，：半
··j1 政権 l-'CT>f;,i1司視·f~ 0〕fY）十！？国主b

li:Jo 

8月88

H本政府，つィ I)こL ヴ L トナ
/,. すJンボレノゾ， ビルマ， イJ ドネ

,, 5 )fと償料l二対 L賠償調Tf：団派
遣。
1:1本ソコセ iノ・、ス・てつ，， ）レ誹，jft図、

インド手シア政府との協定書iに調

8月9日

''*' 1: > _JJレ諒1同教育代長大会開〈
( ＇）～ l l日J, 

8月 15日

φ緯悶国家再建最高会議，解放記念
Ii tこ当 1~ り l 万 51)（ゆ人の特放を？と

炎。
3海外経済協力基五；， Jtスマトラ11
Ylil開発協力会社に対し今年度4億
円、非：1f度：1億5(10（）万 1-,1,,01/l＇，資

決定。

8月 16日

午韓国山張!;J1元紙C~Jl[I, i'I己若Ll!JのI''
IYJを発表。

8月18日

曜争中共とガーナ，友好条約，経済協

) ］協定，貿易立払い協定，文化協定，

共同コ 1ュ土ケtr調印三
縁日本とイ J ド， 8000/jF Yしの円借

款を供与すろ借款協定締結。

8月！？目

白！！！中銅版送によれ’ふ見！Hi士二
のほど台湾への外国投資促進のため
内部六湾に(l由貿易地域きピハ；る二

とにつき意見一致。

8月 21日

号争中同人民銀行とイラ C }I/銀行， f'(
易および支払い協定に調印。

8月23日

ぞきオtft1firt高人民会議常任委，内国民
ソ連および中国との友好協力採紡糸
約をfil}ff；。

移韓関とイフン，相互に大使交換－：.：

)0表。

8月28日

争中国・寺、パール国境合f"J委，第九 す小野山セノ／ト，シ： ;ifポル C: 参韓民i'1＇；：命裁判所 τ 報道人；＼ t・，に5t

I 14 
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8月30日

骨量］））A，凶府に対L500万ド Ji.,の借

J次2f牛を供与ピl
P月1日

リミl外の，＇.ciffi?J係・数台・科学・文

化界著名人を集めて聞かれた陽明仏l
f為2次会；;t終 （。
lド同・ ）虫、モン I rt.鉄道たふ

( 8 )]24日～9月1日）終了。：l問
鉄道代表会議議定i琴に調印c

P月3日

7 ＇｝政山fr～ir'r代表， It式訪問。

9月4日

,1，国， 一、ールに対illlOO万Jl
－〉借款 ！－ ill汁物資＇.＇＇） rrl)川レピーィ

提供。

9月5日

; f国と、ヘ －）レ‘ i；こi"dt助協定：7
議定書に調印。

9月6日

行国， il(IJ('r判定界付近y ，；］；放を増位L

f究2世J),l ：［府の木J!J）主設のた／ひ
440万ドル， 陶・商郎i種淑設備建設
のため 370フ7ドル，港湾修築のt士.v 
三日（）万ド Jl·•!)(i'i 款を供与
匂VLント）νJ・タイ，；v_付l，パンコフ

ケの日本大使館Iiに懸案の特別円銭額
fよそ1000万三ンドo.i~Mi支払し、＇.r·
とぷした犯）己？きをcJ
・＇＆エロール失削務担当国務相，日本

の東南アジア向け輸出促進の影響な

＇・＂：三っきむた，，ため T!rVii ，，ジアえ十台

9月7自

称元一ンゴJレとチェコ， 1962年度パー

＼協定i二月｜｜。

9月 12日

争中共，金門島を砲撃。

P月 15日

像タイと斡凶，貿易協定に調印。

多ヒソレマ政府が協力協定により招い

三件！国技術指I＼；表団， :, ＞グー乙：二

9月 17日

中i)j鮮労働ry;'(,:i'.t¥4固たが（11～1811I 
、南北l；ν詐 Jツ平和的がt」を呼ひ＇•• '}' 

,,-fニ大会F長日信発表。

9月 18日

多 iI •I 1slf£府，コ二 7との断交ん発表。
ウうンパートルで閥かれていた中

見ソ述、北朝鮮，北ヴェトナム，

モ －／ .ν5力｝昨 1内太平ff漁業研究
委l't会得6国松f、I'd会。
者多モシコルとハンガリーjj町悶の政府

貿易代表団， 1962年度物資交換と支

払L包 はする；｛（i;r干｛こ調印

9月20日

争中間・ポーランド両国科学技術協

力作間常任委！＂lて作物8回合議（ 7～ 
2011 ，技術rt件犯イu~， 視察l目派遣な

ど（｝）設定者に調rri。

9月21臼

争［～！主総会運i之され会，中，_1斗代表権
問rr1,総会の該＼＇ir,J：して11:r＇ノ上げる
よう勧告寸ろニュージ←うンド提案

をパ「決｝

9月228 

電器北京訪問中のキューパ大統領，中

共斤脳と会談。

多•l•id と？に主iとがf .技体協力協定

調iド！

争中共訪問中のモンコメリ－'Ji:元自由
は胤恩来託料，隙毅外相、 ち沢東主

席 ι土会談。

当事.：.rjJ;とεj 1人パーん 治定書
ト二市町印。

9月258 

争才＼・ it也l府丙ヲJU
(25El～10月2El), 〉

［東南アジア｜

ブィリヒン，タイ， Niオヒ，）＇
lナム，ブ 4ス，カ／

'' J ニ； ，，.、シン －}J,-) 

ノレ， インドネシア， jヒ；）＇、ノレ

不オ，吋ラワク

7月 178 

多インド不シアのナスチオン国防

相，アラフ連合より商ドイツヘ向か

う。

7月 198 

今ラオス国際会談，英ソの議事進行

に閃ト.＜，共同提案チピ承認し胃、体的

若手；；~；旬 f i jいるC

4争米国と街ヴェトナム，南ウェトナ

誌－－一一一一…？
ムの共Pf'l''＇！ ラに女、ttfi:－）るた/1;i丙同
への寧’)i絞済援助m仰につき ιf'c
7月20日

勢首席代表および最高顧問からなる

コオス同際会議の初♂Jj司限会議fl円
<o 
移シJガポール立法議会特別会議の

信任投票で与党の人民行動党信任年

7月21臼

移ラオス国際会議の制限会議，うオ

と中立｝了＇ f'宅作成ゾ＇）t－めの前文起』；＇，
t決定。

7月24臼

会ラオス：n来会談再IJfl.
ぎ長南ヴヲ！？ムのi司会議員，州知事
らがヴェト・コンに殺害答され，政府

主容は大規模掃討戦を開始。

7月25B 

多スマトうおよびス 7•）ェシの反乱

箪の両首脳，政府箪に投降。

7月26日

令世銀， -; F ワピ：，，1J港湾施設改良

に850万ドル借款担与与。

移日本ニッケル産業代表団，インド

ιシアJ;¥;ftj主下鉱業省とセレベスのご
ノケノレ家、引いi開発按，；,i:;hj向lo

7月27臼

争フ台村i，ヲァン・ハンドン;fl,';
kナム下｝相と会談。

7月29日

今イン！予とア訪邸中のユーゴ従済

使節団， f,,Jl+Iに1500)jトルの借款介

供与する協定に調印。

4暴力ンボジアのテッ・パン計画相来

7月30日

曜争ラオス議会，国王により広い権限

を与える憲法改正案企可決。

シンサJ;Jcールの与党、人民行肋党

分裂し， l:l人が社会主義戦線を結成。

7月31日

今東南アジア連合（ASA）創設ゴ｝／ト：

1/iO）タイ， マラヤ， ~J （リピン日間

外相会議，パンコックで聞き， 「A
SA結成に関するパンコック！吉宗」

fピ発表。

8月28

I Iラ
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多「ラオスの戸」に上；！しば，ブーγ

政1（＇.＇.＇.＇） ケf、n・，11代理七、 窓b"t!E
l二反対し．「Ii］民会議で採択された全

決，J＇.；主無効 7あ＇， ＇・グ)j;IIJJをふJ0 

8月3日

要最 ス／』－，－－ ・li:J下， lj殿1、Eブ
ンウム殿下との会談［工失敗に終わっ

た亡、i，べ～
8月5日

参 y 1－ス＇ i ,_  ', .... ｝ ンへム雨I｛／下，

連介政府組織の原Hi]につき合意に述

L／・と発？；

8月8日

今；i本の ベいニッムr,1,,調丘団，

インドネシア政府との間に協足響調

印

8月 11日

参 ！lス，: rン＇： ・.派l!'iのすI)JYが
シエンクアンを砲撃。

今l¥1F, イ、 I＂川 J アfてで］し，今後

12 •) Ji聞に1'2！切でj'，・＇レ＇ 'Jli<' tll i：守
許可
傘ーラ 1・, / J ド ア i.1，；／；工

場建設のため1(70万ポンドを融資す

るllt'iEに，IO;Ji,10 

8月12日

多いF ト ＇.［乱~i( jシ） ロ： jじ大

｛左，中央政府への協力々官習。

8月 13日

うオスのブーマ殿下，総選挙にそ

なにに「中六党」 γ元自成：るとだよco
8月14日

+1：ボ＞ .，，の J j’ヌ F ケ元γI,議

会；こ辞表挺illυ
多，｛jfェ11 ム政l(fは」1.:I'ドゲ 1 〉に

よる政府転涜汁闘を探知lしたと発

友

8月15日

争 Iぺス勺 J と＇ （りI.・・ , '/fl:協
定lこ調印。

争り v ボじ r国民会議It＞ア Jーク

元首の辞表え理をJ時場 f交でが11,,
元首な辞表を撤回した。

8月 17日

ス.，，レノ・：ン γ十シ F大統縦、投

降反乱分了＇；思， ¥U改造委設置な決

定リ

8月21日

116 

il!J!MWN！ハーザーtclj:J；，イ／ド？、
シ！パス ・＇！ •I ノ Uk.1f\：芯，、 Jレり、 i::i

J必；ニrRJ・Iあメ.・¥.: -・ !,'. It: F彼寸υ
8月238 

移イシド ：｛， シアとハンザリー，友好

協力X，約：，，Jiffi]o
8月24日

参＇ - < • ；；うヤ連邦1＂＇！相と IJ-・

Lノンガホール行杵1は共同F出明で， ;:_,. 
> ', iー’i！，γFヤ連:J［；，合歩十 1 る
,fl[!lU検討のための作業況でピ設けゐこ
とγ什き｛＇；： ('I＇；にJ?＇.たと~表。

8月26日

多I¥lド， （＞ ドヨ三アW,l{fに4120万
ドルコ｛昔お供与。

8月288 

今スカノレノ・イントネシ〉大統領，

S外f!ffir1I：会社，，－対し，阿日以後政
府」阜約会字iとL
びE「［しい利j間配分決主主を通告O
場争f. ド トノア i，，，’仁命政JHJnキ11シ
ヘつル’ジン，政府不にl;/f:伏。

9月28

物北•＇／コトナムの建国16周年を祝う
[Jill.，，；にとた京テコ，ハノ iでflJ仁わ
/Jo 

多郎、rェ： ）ム政＇11写， '. Jンヰヅア

f,c!'JJ売卜~，＇j:1. 、%：flド丸1l’11 ：＇’やソ十ス r，~J抵付

近内山 L，~地郊で o'j' ェトコンと交戦0

9月4日

多お iノヱ i・ ・'・ j, ・, ）ごE誌の司王人，公務
no, i↓：＼11111午｝》乙C
9月58

4語インド不ン TとハLサJ）ー，ジャ
ブJ:! ｝； でぶt},'i特z)I]脇））協定，貿易協
定とJi学 ・H術協力協定仁調印｝イ
ンドネンアはハンガリーから1000万

ポノ lの f/'i，：！；ると交じる。
番手「シンガホール社会主義戦線」綱

領し党主主え伏定．人民J 、けアヒール

を発災c

多北ヴェトナムとかーランド，科学・

技術協力議定書；：・誠司lo

P月68

4争λ ／卜 JG＞・タイ蔵相，パンつフ

クの日本大使館r懸案の特別円残額
お JlOOl出ポLl、の全都支払ドを

要求した覚え~.J を手交。

9月88

今米輸ti＼入銀行，タイの近代的戦時
道路rn設o，にめ；！（）｛）（）万iルヲ jli_jiに（l'-J
屯信網を建設のためにIOOOJjドルの

援、l1JJ':7007jドilt円借款λ，う二点一九こ

とを：i!UJiλ：c

9月98

今ィー／｜、不νアと米国，迫力11余剰農
産物協定を締結。三れにより fンド
ネ三！？？土 5,1()万 i、i，相当山小麦粉を

受げ取る。

P月 1sa 

ラオスのブーマ殿下，ラオス 3殿

下会淡をヒ Jホ jf開くよう提＇ iミ。
移北ヴェトナムとキューパ，文化科

学技術協JJ t戸つし＜のcj'JUjf書交Jo/to

骨量タイと韓国，貿易協定に調印。

P月lιa
移ラーマン・マラヤ首相とリー・シ

ンvげ，1'-11,{1相打ヤアラ，，ンブ Jレ

で公ぷし，ば：年6月までιシン I；ホ
ールかマラヤの 1州としてft邦寸る
こ，＇：に河口、 Lfこと J（；表。

P月17田

舎，，シガ，1，「ル社会主義iドl線成，Ot：大
会聞く。

9月18日

多パオダイ元南ヴェトナム首席，，）＂

ェ I・.＇.，ムザLーを日Irりとしζヰtヴ ト
ナムで発足した「祖国戦線」運動の

議Ja.二就任υ
今〆南ヴェトナムのサイゴンの北約

100干ロにあるプオク・すンチ110、）Ji

都ノオク・ヒンをlil（納入，fピ越えふ共

産ゲリラが襲撃。

9月 19B 

多イ、ドネ ζ，ァとパキスタン， 1957

年約f，＇；しt:Yて易協定の 11j問.hl.Jとを
決定。

9月208 

多ナモンのうオス 3派会談；3週間ぶ

りに［；日会。

｜南アジア｜
fンr，ノミキスタン，セイ
口ン， ピノレマ， ネパーノレ，

Yータン

7月20日

今日本とハLスタペ友好通商条約
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批准書交換。

移日本政府， ピYレマ賠償増額交渉守

政治的交沙で解決ずるようビ JレマffeU

に中し入れ。

務セイ口ン石油公社，シェル－Li泊施
設の一郎を接収。

7月22日

多セイロン政府， タミール日百地方の

f反間外出禁止令を解除。

7月31日

物ネパール国立銀行，対日為替レー

トを買い4680li3，売り4770円にする

と発表。

8月l日

多日本とハキスクンの「所得に対 F
る二重課税回避と脱税防止のための

条約を補足する議定書」の批准書交

換〆｝

毒争中［剖・ネパール国境合同委，第；i

次会議第I匝l会談開く。

8月3日

移円印借款協定ぅzi)t，東京で開始。
多ハキスタシ政府，ア Jレジヱリア10i
｜守政府を承認（，

8月7日

移インド第3次5カ年計画発表。

努北京欣iぎによ；／Lば，中共（主セイロ
ンの綿紡績工場建設を疑幼する協定

に凋！日。

8月P自

宅島ilt銀，インドの民間行炭産業援助
りため：3500万ドルの｛昔汝供与c

8月10日

多パキスタンと西独， 2万5000トン

の砂糖供給：こ関する協定に調印c

8月12日

移パキスタン政府，一部綿花の輸出

税廃止を発表ι

8月14日

インドド院， IIJボjレトイJJレ領グド

うとブイJラベ！！セインド悩に編入す

る憲法修正案な可欠。ホ jレトガノレは

こjLiこ抗議。

8月15日

参パキスタ／とつ fリ1こん文化協

'.ci；に調1:11じ

8月16日

傷DLF，イシド 0)Aド力・火力発電計

画に6290万ドルの借款供与J

今東独政府0）特使ハーガ一博士は，

べルリン危機に閉する阿政府の見解

ちとイ L ド政府Jこ｛i~えるためニューデ

リー着。

8月17日

奇襲世銀， 71ル-f1J タの港湾施設に

2100万ドルの借款供与。

8月 19日

多チェコ政府， 「ンド第3次5カ年

計削の貫工業開発援助のため4億ル

にーを供与すると発夫。

8月22白

勢イシ！のネーJレ白相，議会演説で，

べルリン問題：こ｜認する東西会議開催

をl乎びかけ。

8月23日

参ハキスタ J当局，同国の在アフブJ

ニスタン領ι＇！｝館を閉鎖。

多ピノLマ農業視察一行北京着。

8月24日

、／連政府，ベキスタン（こCENTO

原f兵総主主j也問Imで新覚え書きを渡

8月26日

ビル JI：トム両院，仏教を国教と t
る芯法改正案を可決。

8月29日

イLlの Jラピヤ同務省は， E'.'II
（イケ IIヤ国営,ti油会社〉とインド
第日次5ザJ年，itiJ:!Jiの石油長｜闘のため
lfW I、Jレの借款を供与ずる協定セ締
結したと発点。

8月31日

ノ述とインド，文化協定に調印0

9月3日

ピ）し γ農莱視察団一行北京着。

9月4日

多1j1［叫， ネr、－）しに対し10007jルヒ

ーの借款とぽi貨物資お｛）（）万ルヒーを
提供。

P月5白

骨争中！卦と牛パー）し，経済援助協定議

定書：こ調n1u

P月6日

多アフガニスケ Jとパ干スタ L，外

交ll(J係断絶。

多IDAは，インドのウッタルブラデ

シュチIiの幾業用水拡張計画援助のた
め600万ドルの借款を与える。

9月14日

多セイロン政府が4月行なった6カ

月の非常事態宣言，さらに1カ月間

延長さる。

多i丙ドイツト土インドの第3次5カ年
計画援助のため1億70伺万マルクの

長期借款供与。

9月15日

曜争 l：＇＇ルマ政府が協力協定により招い

た中国技術者代表団，ランゲーン到

着。

9月 19日

インドネシアとハキスタン， 1957

年締結した貿易協定を1年間延長を

決定。

インドのマドラス州各地で土地改

革法案に反対して何十万もの農民が

テモ。

P月20日

多イ：，，，， J、政府当局，第3次5カ年J十
画中に公共部門で設立される予定の

7大重工業工場の所住地を公表。

9月22日

パキスタンは新しい海軍借款法に

より，米国から 2隻の駆逐艦を受け

l＆る。

｜西南アジア｜
アフガニスタン，イラン，イラ

ク，サウジアラビア，レノ、ノン，

ヨノレダン， イスラエノレ， アラ 7

迎合，バーレン， Fエート，カ

ターノレ

7月 17日

4暴力セム・イラク首相はイラク南部
のパスラ地方からクエートへ通じる

運河の計画案を作成。

7月 18日

券カセム・イラク首相，クエー卜 0)

領有を重ねて主張。

7月20日

アラブ連盟用事会，クエート加盟

を全員一致で承認。

多アラブ連合，同国内の銀行，保険

会社を国有化。

I I 7 
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ヨル、 のフヒ ン国l，回教I,r 
首脳会談を提唱υ

7月21日

キイラ l テへ！ にJド／：＇；・Jr態カ
;,j'さ才L，国民戦線指導者r:iJill:摘さるo
fラりf，府， ｜勺エートヤアラ f
:'l＇.盟に 1111：，させb のア－＿. ，－連盟！ノ

決議は規約違反である」と声明を発

7月24日

A米輸；［＇，ヘ銀行、 イランー 700万ド

コ借－：l:ft与O

7月25臼

アラ..;1；合の I・ Jレ大i寸'i:i:c
ツト地1孔土地改書雪岨払；改丑.4占一イr公布O
7月27臼

米輸Ii'・ 1，.銀行司 J ラン？：コ件，， I
700万ドノレの借款供与。
イラ，， チェ人パス J 打；WIf)j'§j 
"c,lfl！査l?if'J.乙調l,•o 

7月28臼

アう.＇ I ：~合，.｛ J；耳討j農叫物売iヰti
のう t):3444万 l、Jレを借り入れる契約

を締結ι

7月29日

今アラブ連合，チ J ニジア（こ文、Irる
tド事ift+ ! ？も供をJ''1よーo
場戸ラフ1色合原I_!J委， i五、 J’骨ij主伝
に成功したと発炎ο

7月30日

物アラブ連合政府， Jι ュニジアの袋

，，（，こよ i I汁11誕ヘゾ）派兵をたi'o

8月1日

曜長アラブ連合のナセル大統領， ビゼ、

，，ト紛争犠牲者ィ，＼＇.drのた，，／＇＇.＇ I)万エ
ブト・ホンドを贈ることを決定。

8月3日

アラー；＇li合と J ニジノ，外交；ii
係を再開。

8月4日

像アラフ連合臨む1ニよれば，英アデン

f＇，＼護領のハドラマウトで民族主義台
l よるki,'cが起一一た止： ！れる

8月5日

アラ メ上合と P ート可パ使級 1，－ト

えNi節交険方’決:,i:0

8月12臼

クエー卜とア！？連盟可 ツエート

118 

先日英軍f ラブjt[l¥i医箪を Jげにさゼ；

る協定に調印。

8月16日

［スラ l ,L総選千二ヒ施。

勢ア弓ブ迎合政府，根本的な政府構
J,＇，（！； 改造ャ）t表。
;'lj独， : lン；こ :C:f('i:・'-IJIIブ！｝借款

供与吉ど発表。

8月 17B 

争英政府，アブダラー.ri-長のクエー
卜撤兵要求を承諾υ

BA 18司

令日本とインド，日（）（）（）万ドノレの円借

款r.・供与す／二借款J必定締結い

8月22自

殺WHO(Jfト界保健険！刻）とザιブ連
ill／、保健二j[,i;'.i：におけど）協力協定？と調

印υ

8月238 

4議合体同とイヅ：.，， ,HHL：二大使ぷ換を
ダEke

8月 24臼

移イラク政府と f＇）クイl品11会社（IP
C: i) a干1i'll1:flJ怜交砂川問。

8月25日

イチク政府，共産系紙に発行ji／」L

8月27臼

今アラブ迎合政府はこのはど，旅行

:-,!; ＇）司凶， rJil＇（持も ii': I 祭 JI~ ＇，；－を公

イ［io

称イスブ斗μ ・マダガス：＇JJレ、友好

がω協定.，），＇，j!-ilに
P月1日

｛ラク：er;,J令官ィン代表と I／.＿，不事

使節団ソilli訪問。

9月28

ψγメリ f，アラ J}E合に品川万］

)L-0）小麦，とうもろニしを売却する

じいとこ調！iJ

P月3日

換1Jii姐！とノ円、ラエ Fレ 二二1Ji;('j.＇税防止

i九’Jじこ調I[!

9月6日

フガ tノJ> ,_ 、lース A ・, 外

父｜立i係断絶〕
奇襲アラブA¥0-,} L ニジア問に車rrがし
・1, /1開設‘υ。

今米政府， 1ド有！のための食糧協定に

基つ3トル二Jt二対し：；：i,ll万 j、1LHI当
の米国小麦売却に同態。

P月？日

参トルコ寧と警察の協力で圏内の過

激分子の手人；tlを行ない 15人企逮

捕。

9月12日

参ブノLガワァ政府，’i'ri1,:1主義仲＇Jf兆
発に対抗するためギリシヤ， トルコ

国境方面の軍隊に待機命令をIJ:J・to 

9月15日

多トルコのメンデレス前首相，ノ汁ア

ール古（j大統f札lfi人， トLコ憲法注反
の丹‘斗で死/ii，ん宣告？と＇ o

P月16田

舎北部イラ乃プ｝都市1/t権を.v，：手ワ
親共パノレサ、ン派反乱軍と政府軍は市

街戦を続けているo

9 .F.117日

夕イうク政府本，｜司国北部のクルト

1itr1., IX:舌しをil'rJ! 。
P月19日

多γ1ブ連ll日？と例理事会(14～19IJ) 
終 fラアルジ I リア.~ －，•スカ＇ : . 

オーマンの独立闘争とベオグラード

会正ffi<i）決議－＇.，：JJ'を決官！

？月 228 

移クニート，サ ＇｝ジアラピア外交関

係約i'L,

P月23回

参 i Jレダン什港湾施，19'改善， H:•Jf資
金ょして西1'](;');135万ノρン！、山m.：支
を与える協定に調印。

｜アフリ力｜
7月17日

多チ tニジア大統制，国民総会で仏

軍法j也（ピゼ lレト） Jl鈴を発点！
多訪米中のニエレレ・タンブJニー ！；

H相，ケネディ大統領と会談｛
今スムダン｛）） （ブラ I:l、・）＇ ＇山 1,・

大統領モスクツ訪問。

7月 19日

多j・ －＂ニジ γ中.c iliJ;l;!;itブつ／えの
ピゼノレト基地を包問。仏刷工降…トi日；

l家、主派遣。
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7月20日

いィガルのダカ －｝レで！ifjflgrド，，， : 

If ：ア派19カ国金融経1行広 I「
-' ( l経済調査の幅広い協－JHi'¥i「j:,, 
，＿斗ーとにつぎ一致υ

チュ二ジア，ブランスとの外交関

係断絶を発表。

多ソ連，スーダン」1心f;1t，汀Itihi;-X.； し
2000万；l;ーブノレの出；Jz!JI，りかたよ

7月31B 

今西アフリカ婦人 ~t.l:, /4〆ソ i、り
婦人組織設立を決定し Cl沼会〔23～
:n 11）り

8月2日

7月21日 多コンコF議会， J’リノレ・ γ ドソラIi
ゆ仏ヰ［， ピゼJレ卜基地を占鎖。 前杭jを;f(認。

ゆチュニジア問題を討議寸る緊急安 8月38

ぢ与与。

8月 18司

令中共と力、←十，友好条約‘経済協

力協定，貿易Uムト協定，げと協定，
共同コミューケ1-::.;i周f.lJo

8月20日モーリタニア初代大統領

に壬クタル・ヴノレド・ダッタtr相選
Ifる。

日月 21日

多チュニジア問題討議の図述特別総
:'+'J'!' lilJ会。

多アラブ連合左チ r ＇、外交！迎 会開く。

7月22日

fンス，チュニヲTr,t，」斗1 I I-

l ［－，二全作戦を停止する：ら 1{r1,,;-

仏・チュニヲア紛争計ぷ！必i_;,t’ぷ
保理，即時休戦と全武装兵力の源位：

鐙復帰を求めたリベリア単独決議案

係択。

移アフ ＇）7！のカサフランカ派の6ブl

[t4，コメク ＇）会議後共同市場結成の

ニケを発炎。

7月23日

1ゼルトm長と仏軍司ノ:Ji＼句 1,i料
、（；＿，；；成立c
-1 9カのモンロピy会..li,,/'il,Ll'..'li

ハ：，；専門家代表は，各国＇； －＼；，、ヲノ，ru
におlナる協力体制に関する最終案を

承認。

7月24日

参仏・チュニジア紛争品議のためア

ラブ連盟緊急、理閣く。

7月26日

！？？？ーデシアの新憲弘戸 i-r -:, Lil 

l廿：t＇＇.＇＇で政府側勝つ ο

7月27日

ノ；t, アフリカ諸国教行持llJJ: ~:; 

万50001レーブルを提供。

7月28日

移リ Lゲラ J会，；走中止。

妙子 Lニジア，アラフ迎合に復うどを

巾し入jLu 
丸紅i民地省、ガンピ7 ，，三；i-') ) J 

I I l「、日与えると発表。

7月29日

ゴ政府， J二ュ二三 Jt二41 I: 
' ！紛争の負傷者援助J) ,"- .' -1けI.HI

万ジナーノレを供与を決定。

7月30日

係4rfv/L a月24B 
多スーゲシりそハ J 1・］）・ ！ ,, 

i、Jl;[:Ji!鉄支配人~－ /j;j( Ii, 11 /j；、山国

鉄当局とス－ ；／ン（／J主；，,ii:'（；主ぷ； J ，，，、

て意見を交換ι

8月4日

傘マリ政府の3ll_i~1'1：により，同凶i勾の

仏軍撤退完了。

像、／述，チュニ Lノアにお（）（）コ仔 Jレーブ

ルのf背泳供与。

8月68

多世界銀行，：米失とたけi・:. :!/-:J-
水力発電計lilflトニ3S007;';J. ~- I～叶「i款

を供与。

8月7日

移民l述のAA議l,J，チュニジア問題
打、j議のための特別総会開催を嬰求。

8月9日

者多ボルトガAL吋防行， ア／ゴラ以西し

の本IfilがJ,(6糸；しれ？：発｝:c.,

8月 12日

参ガーナユルーγ , t ' ,:;: / ,, i/ 

リアと外交関係枯I;';: /, 1J.：＞ピ

8月14日

券うニアの民放主議J討議各ンョモ・
ケ二 γ－；，タ釈放となる。

多凶）1（当局，亡命中のアュニジア民
族指導者サラ・べ・ンユーセフ附殺

::C::h7三と>Jc夫。

8月 15日

今ハ Jーシーん i[ tilJ'cli ・j;f')5f；ヒ：えし、
コンコ共和国0）ア l ハ Y1＼村1,1>・,1,,,N 
にニたえ，！日i][l＇］協Ii,_-;fえlν，；；；三＇＇； 'i'公ぷ

Lt:, 

8月 16B 

11士銀， トリユタッドおよびトノfゴ

り市JJIJ日発のため23507-jドノレの借款

多ケニアのよF二＇ • -,, I ') -'J民族同

盟（KANU）とつ千九・ －1・ 7 ＇） カ民

族同盟（KADUJ!:, ジ j fァ・ケニ

ヤッタを首班とするfill倹党連立内閣組
織を決定。

8月25日

傘チーLニジア問題副議の国連特別総

会， AA決議案を係択。

今！日仏赤道-Y7り－I;,j iT:! （コノコン

ガボン，チヘト、仁！？央「寸 カ）首

脳会議開く；

8月27日

参ア jレジェ ，_1 ';' r品川政府新（（相にベ
ン・ケッダ；；［ff：。
今イスラエJレ・マダブfスカル，友好

援助協力調印。

8月28日

電器カサプランカ派首脳会議開く 0

9月1日

今ソ連とガー j政府代以 ノ連から

ガーナヘトノケ 7 F各純農業機械

合計 100万小 v : 交－／~hi 中 .：；：， 協定；こ

調印。

考ブルガリア・司 ι－， ＇ご！外交関係樹

立を決定。

多マスカット・オーマンのイマム氏

はオーマン・イマム国家諸問会議の

樹立を命令。

9月5日

多プJ> ,Jミジア．斗－：：f，ガーゾ；＼同
f土アルジェリ，・ JI，取lf!J[:):,ll'yJI支庁jそi広ー
的に承認するとをr,_.
9月7B

今チェコの＞ 11 ¥-{1fli, 1 ＞ゴ中央

政府承認。

ピゼソレト戦中の仏本の虐殺行為の

調査を求めたチュニジア政府の要望

I 19 
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9月88

-t，ブ lレギハ人－統μJ(，大戦の危機が存
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